
メガロポリスへの苦悩と脱皮（1965～ ） その５

≪玉川高島屋 SC 開店、「多摩川の自然を守る会」発足、公害国会≫

１９６９年（昭和４４）、東急田園都市線の二子玉川駅前に、玉川髙島屋ショ

ッピングセンター（SC）が開設されます。日本最初の郊外ショッピングセンター

でした。都市型ライフスタイルにマッチして客を集め、二子玉川地区は、文化発

信の拠点に成長していきます。（注１）

その翌年の１９７０年（昭和４５）２月、小田急線の和泉多摩川駅周辺の地元

住民が中心となって、「多摩川の自然を守る会」が結成されます。リーダーは、

横山理子氏。学者や自然愛好家ではなく、ふつうの市民たちが、団体を結成し、

自然の保護運動を開始します。

そして同年８月、東京都建設局が、立川―羽田間を結ぶ道路の建設を発表。そ

の道路ルートは、東京都狛江・調布地区の多摩川堤防沿いでした。地元住民たち

は、自然・生活環境が脅かされると考え、「多摩川の自然を守る会」を陣頭に道

路建設反対運動を展開していきます。（注２）

道路反対運動が背景にあったとはいえ、多くの市民団体は連携しながら、多摩

川の自然の大切さや、利用の理念などを議論していきます。それに向き合ったの

が、多摩川の河川管理者である京浜工事事務所でした。それは、やがて１０年後

に、多摩川の自然環境の保全と秩序ある利用を規定した「多摩川河川環境管理計

画」（通称、環管計画）を創出していくことになります。

さて、同年１１月２４日から１２月１８日までは、臨時国会（いわゆる「公害

国会」）が開催され、産業か健康かの選択を迫る公害問題は、「公害紛争処理法」

「水質汚濁防止法」「廃棄物処理法」などが制定され、一応、制度面が整いまし

た。

そして、翌１９７１年（昭和４６）には環境庁が発足、１９７３年（昭和４８）

には「自然環境保全法」が制定されました。

この時代前後に、美濃部都知事など、革新首長が誕生したことも付記しておき

ます。（注３）



 
 

注１：「多摩川を愛する会」がこの地に誕生し、これが模範となって、河川愛護団体の制度

が誕生します。 

注２：地元住民たちは、工事用車両の進入を、座り込んで阻止し、反対署名を集めて都や狛

江市に請願するなどして、１９７９年（昭和５４）、狛江市議会と道路はつくらず、車は通

過させないという約束を取り付け、東京都の道路計画は頓挫しました。 

注３：１９６７年（昭和４２） 美濃部亮吉東京都知事誕生、１９７１年（昭和４６） 伊

藤三郎川崎市長誕生 

 

写真は、①玉川高島屋 SC（HP「高島屋アーカイブス」掲載写真）、②横山理子著作羞「多摩

川に生きる」表紙、③公害国会において成立した法律（H11環境白書掲載資料） 

 

 
 

 



 
 

 

  


